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論壇
は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
）
の
急

拡
大
は
現
在
も
世
界
を
覆
っ
て

い
て
、
わ
が
国
で
は
現
在
、
そ

の
第
4
波
が
猛
威
を
み
せ
て
い

る
。
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

経
済
活
動
が
失
速
し
て
人
々
の

生
活
基
盤
が
大
き
く
揺
ら
い
で

い
る
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

対
し
て
、
我
が
国
の
税
制
は
何

を
用
意
し
て
い
た
の
か
、
ま

た
、
何
を
な
し
う
る
の
か
、
そ

し
て
そ
の
税
制
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
考
え
る
。

1

感
染
症
の
影
響

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
は
、
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ‐

Ｃ
ｏ
Ｖ‐

2
と
呼
ば
れ

る
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
き
る

感
染
症
だ
が
、
そ
の
経
済
的
な

影
響
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ

る
。
一
つ
は
、
感
染
者
の
治
療

と
予
防
に
か
か
る
経
済
的
負
担

の
増
加
と
、
い
ま
一
つ
は
、
事

業
者
に
と
っ
て
の
営
業
の
「
自

粛
」
を
含
む
活
動
の
縮
小
・
停

止
に
よ
る
収
入
減
少
と
雇
用
の

喪
失
で
あ
る
。
被
用
者
に
は
収

入
減
少
と
倒
産
・
廃
業
等
に
よ

る
失
業
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。前

者
に
つ
い
て
は
、
税
制
は

所
得
税
制
に
お
い
て
「
医
療
費

控
除
」を
用
意
し
て
い
る
。後
者

に
つ
い
て
は
、
所
得
の
減
少
、

損
失
の
発
生
に
よ
り
所
得
税
・

法
人
税
制
に
お
い
て
、
負
担
税

額
の
減
少
あ
る
い
は
負
担
ゼ
ロ

（
損
失
の
繰
越
し
・
繰
戻
し
還

付
）
と
な
る
仕
組
み
で
あ
る
。

2

災
害
税
制
の
特
徴

災
害
税
制
・
被
災
者
救
援
税

制
に
は
、
申
告
期
限
の
延
長
、

納
税
の
猶
予
や
雑
損
控
除
、
損

失
・
欠
損
金
の
繰
越
控
除
・
繰

戻
し
還
付
な
ど
の
ほ
か
、
災
害

減
免
法
（
所
得
税
、
相
続
税
・

贈
与
税
等
の
減
免
で
法
人
税
・

消
費
税
に
適
用
な
し
）
が
あ

る
。こ

こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
税
制
が
適
用
さ
れ
る

「
災
害
」
と
「
損
失
」
の
範
囲

で
あ
る
。
国
税
通
則
法
に
は
、

災
害
の
定
義
規
定
が
な
い
。
ま

た
、
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て
は

「
震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火

災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災

害
に
よ
り
納
税
者
が
そ
の
財
産

に
つ
き
相
当
な
損
失
を
受
け
た

場
合
」（
通
則
46
）
と
さ
れ
、

財
産
の
損
失
を
要
件
と
し
て
い

て
、「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
災
害
」
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19

が
該
当
す
る
か
が
問
題
に
な
り

う
る
。

所
得
税
法
は
、
災
害
の
範
囲

に
つ
い
て
定
義
規
定
を
置
き

（
所
法
2
①
二
十
七
）、
政
令

は
、「
冷
害
、
雪
害
、
干
害
、

落
雷
、
噴
火
そ
の
他
の
自
然
現

象
の
異
変
に
よ
る
災
害
及
び
鉱

害
、
火
薬
類
の
爆
発
そ
の
他
の

人
為
に
よ
る
異
常
な
災
害
並
び

に
害
虫
、
害
獣
そ
の
他
の
生
物

に
よ
る
異
常
な
災
害
と
す

る
。」（
所
令
9
）
と
定
め
て
い

る
。
こ
の
点
は
、
法
人
税
法
も

同
様
の
定
め
を
置
く
（
法
法
58

①
、
法
令
1
1
5
）。
す
な
わ

ち
、
災
害
を
異
常
な
自
然
災

害
、
異
常
な
人
的
災
害
、
そ
し

て
異
常
な
生
物
に
よ
る
災
害
に

分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

異
常
な
生
物
に
よ
る
災
害
に
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
が
該
当
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
ウ
イ
ル
ス
は
生
物

で
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
1
か

ら
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
生
物

に
含
め
て
考
え
て
お
き
た
い
。

ま
た
、「
損
失
」
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
雑
損
控
除
の
場

合
は
、「
資
産
に
つ
い
て
災
害

…
に
よ
る
損
失
が
生
じ
た
場

合
」（
所
法
72
①
）
と
さ
れ
、

法
人
税
の
場
合
は
、「
災
害
に

よ
り
当
該
資
産
が
滅
失
し
、
若

し
く
は
損
壊
し
た
こ
と
又
は
災

害
に
よ
る
価
値
の
減
少
に
伴
い

当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
を
減
額

し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失

の
額
」（
法
令
1
1
6
①
一
）

と
さ
れ
る
な
ど
2
、
災
害
に
よ

り
資
産
等
に
損
害
が
生
じ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

3

特
例
法
の
制
定
、
災
害
に
関
す
る
年

度
改
正

東
日
本
大
震
災
な
ど
近
時
の

大
災
害
を
契
機
に
、
通
常
の
災

害
税
制
に
対
す
る
特
別
法
と
し

て
臨
時
特
例
法
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。

平
成
26
年
度
改
正
で
、
災
害

へ
の
税
制
上
の
対
応
規
定
が
常

設
化
さ
れ
、
発
災
後
速
や
か
に

当
該
措
置
の
実
施
を
可
能
と
し

た
。
さ
ら
に
、
災
害
の
多
発
を

受
け
て
、
そ
れ
ま
で
特
別
立
法

等
に
よ
っ
て
い
た
災
害
へ
の
税

制
上
の
対
応
規
定
が
平
成
29
年

度
改
正
で
常
設
化
さ
れ
た
。
従

来
の
対
応
の
う
ち
、
個
別
の
災

害
の
事
情
・
特
性
に
左
右
さ
れ

な
い
範
囲
で
の
制
度
化
で
あ

る
。

4

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
直
面
し
て

⑴
行
政
の
対
応

令
和
2
年
2
月
27
日
、
国
税

庁
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
感
染
拡

大
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
申
告
所

得
税
・
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事

業
者
の
消
費
税
の
申
告
納
付
期

限
を
4
月
16
日
（
木
）
に
延
長

す
る
と
発
表
し
た
3
。
全
国
的

で
一
律
的
な
期
限
延
長
は
初
め

て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
安
倍

首
相
（
当
時
）
が
学
校
の
一
斉

休
校
を
要
請
し
た
の
が
2
月
27

日
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
4
。
政
府

は
4
月
7
日
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」
を
発
出
し
、
4
月
8
日
午

前
零
時
に
発
効
し
た
5
。

確
定
申
告
期
限
一
括
延
長
は

期
日
の
延
長
が
さ
れ
な
い
ま
ま

終
了
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
直

前
の
4
月
6
日
に
国
税
庁
は
記

者
会
見
を
開
い
て
個
別
延
長
に

よ
る
対
応
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
納
税
者
一
人
ひ
と
り
、
各

企
業
の
判
断
に
よ
る
個
別
延
長

申
請
の
簡
素
化
6
が
図
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

⑵
特
例
法
の
制
定

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た

め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
法
律
」
が
、
4
月

30
日
に
成
立
、
施
行
さ
れ
、
納

税
の
猶
予
制
度
の
特
例
7
な
ど

が
実
施
さ
れ
た
。

5
「
収
入
減
少
」と
い
う
被
災
へ
の
対
応

こ
れ
ま
で
の
災
害
税
制
、
被

災
者
救
援
税
制
は
、
住
宅
等
へ

の
物
的
損
害
を
前
提
と
し
て
構

成
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
雑

損
控
除
は
、
所
有
す
る
資
産
に

「
災
害
又
は
盗
難
若
し
く
は
横

領
に
よ
る
損
失
が
生
じ
た
場

合
」
に
一
定
額
を
所
得
金
額
か

ら
控
除
す
る
と
い
う
も
の
で
、

資
産
に
対
す
る
損
害
を
前
提
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
減
免

法
の
場
合
は
、「（
震
災
、
風
水

害
、
落
雷
、
火
災
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
災
害
）
に
よ
り
住

宅
又
は
家
財
に
つ
い
て
甚
大
な

被
害
」
を
対
象
と
し
て
所
得
税

等
を
軽
減
し
免
除
す
る
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
徴
収
行
政
の
実
務
に

お
い
て
は
、「
財
産
に
相
当
の

損
失
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
…
納
税
の
猶
予
を
適
用
し

て
差
し
支
え
な
い
」
8
と
す
る

な
ど
、
あ
く
ま
で
も
物
的
な
損

失
へ
の
こ
だ
わ
り
を
み
せ
て
き

た
。こ

の
よ
う
に
、
災
害
に
よ
る

損
失
と
い
う
と
き
、
住
宅
や
家

財
、
事
業
用
資
産
へ
の
被
災
に

よ
る
損
失
を
指
し
て
い
る
。
所

得
税
の
雑
損
控
除
も
災
害
減
免

法
に
よ
る
減
免
も
担
税
力
の
減

殺
か
ら
の
救
済
を
目
的
と
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ウ
イ
ル

ス
は
人
体
に
被
害
を
及
ぼ
し
、

結
果
と
し
て
経
済
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
、
事
業
の
み
な
ら
ず
被

用
者
を
直
撃
す
る
か
ら
、
上
記

の
よ
う
な
税
制
で
は
不
十
分
す

ぎ
る
。

6

制
度
改
正
の
方
向
性

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
の
収
束

（
終
息
）
は
見
え
て
い
な
い
。

政
府
も
長
期
戦
に
言
及
し
て
い

る
。
同
時
に
、
今
後
、
近
い
将

来
に
お
い
て
も
新
た
な
感
染
症

の
蔓
延
化
と
い
う
事
態
が
起
こ

り
得
る
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

今
後
の
備
え
と
い
う
観
点
か

ら
、
以
下
の
検
討
が
急
が
れ

る
。
国
税
通
則
法
を
は
じ
め
各

税
法
に
お
い
て
、
①
災
害
の
定

義
を
広
義
に
見
直
す
と
と
も

に
、
災
害
の
範
囲
に
「
感
染

症
」
を
明
文
化
す
る
こ
と
、
②

災
害
等
の
損
失
の
対
象
を
物
的

な
財
産
に
の
み
限
る
の
で
は
な

く
、「
収
入
の
減
少
」
等
を
明

文
化
す
る
こ
と
、
③
負
の
所
得

税
を
含
む
税
額
控
除
制
度
を
組

み
合
わ
せ
て
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
、
そ
し
て
、
④
各
種
給
付

金
・
補
助
金
に
対
す
る
非
課
税

措
置
の
見
直
し
も
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
⑤
納
税
の
猶
予

は
、
結
局
は
納
税
の
先
延
ば
し

で
あ
り
、
期
限
延
長
を
含
め
根

本
解
決
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、

被
災
者
の
負
担
軽
減
（
減
免
）

を
図
る
災
害
税
制
、
被
災
者
救

援
税
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
、
災
害
減
免
法
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
有
効
と
思

わ
れ
る
。

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
悪
環
境
の
下
で
も
、
納
税
者

の
税
務
行
政
へ
の
協
力
度
は
高

い
。
申
告
納
税
制
度
の
本
旨
か

ら
す
れ
ば
、
納
税
者
へ
の
信
頼

を
前
提
と
し
た
納
税
者
支
援
の

税
務
行
政
の
確
立
を
求
め
た

い
。
税
務
行
政
が
、
こ
の
未
曽

有
の
長
丁
場
の
経
験
の
中
で
、

納
税
者
支
援
の
シ
ス
テ
ム
化
を

図
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
そ
の

こ
と
が
申
告
納
税
制
度
を
間
違

い
な
く
支
え
る
こ
と
に
な
ろ

う
。

1

生
物
と
は
、
動
物
・
菌
類
・

植
物
・
藻
類
な
ど
の
原
生
生
物

・
古
細
菌
・
細
菌
な
ど
の
総
称

だ
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
生
命
の
最

小
単
位
で
あ
る
細
胞
や
細
胞
膜

も
も
た
な
い
、
小
器
官
が
な
い
、

自
己
増
殖
す
る
こ
と
が
な
い
こ

と
か
ら
、
生
物
か
ど
う
か
に
つ

い
て
議
論
が
あ
る
。

2

ほ
か
に
国
税
通
則
法
46
①
、

消
費
税
法
30
⑦
な
ど
。

3

国
税
庁
は
3
月
5
日
に
主
要

新
聞
に
広
告
を
掲
載
し
、
翌
6

日
付
で
告
示
し
た
（
国
税
庁
告

示
1
号
）。
ま
た
、
本
年
に
お
い

て
も
期
限
延
長
が
図
ら
れ
た
（
国

税
庁
告
示
3
号
に
よ
り
4
月
15

日
ま
で
）
が
、
簡
易
な
方
式
に

よ
る
個
別
延
長
は
廃
さ
れ
、
届

出
に
よ
る
個
別
延
長
は
可
能
と

し
て
い
る
。

4

具
体
的
に
は
、
令
和
2
年
2

月
26
日
開
催
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

で
の
「
多
数
の
方
が
集
ま
る
よ

う
な
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
を
勘
案
し
、
今
後

2

週
間
は
、
中
止
、
延
期
又
は
規

模
縮
小
等
の
対
応
を
要
請
す

る
」
と
の
首
相
発
言
を
踏
ま
え

た
判
断
と
み
ら
れ
る
。

5

令
和
2
年
4
月
7
日
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法

32
条

1
項
に
基
づ

き
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
出

し
、
5
月
25
日
に
「
緊
急
事
態

解
除
宣
言
」（
同
法
32
⑤
）
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
令
和
3
年

1
月
8
日
に
第
2
回
目
、
そ
し

て
4
月
23
日
に
は
第
3
回
目
の

宣
言
が
さ
れ
て
い
る
。

6

国
税
庁
は
、
災
害
に
よ
る
申

告
、
納
付
等
の
期
限
延
長
申
請

書
を
提
出
し
な
く
て
も
申
請
を

認
め
る
と
い
う
柔
軟
な
取
り
扱

い
を
示
し
た
。「
申
請
や
審
査
の

手
続
を
極
力
簡
素
化
し
た
上
、

申
請
者
の
置
か
れ
た
事
情
に
配

慮
し
て
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応

を
行
う
」
と
し
た
閣
議
決
定
（
令

和
2
年
4
月
7
日
）
に
沿
う
も

の
と
み
ら
れ
る
。

7

令
和
2
年
2
月
1
日
か
ら
令

和
3
年
2
月
1
日
ま
で
に
納
期

限
が
到
来
す
る
国
税
が
対
象
と

さ
れ
た
が
、
適
用
期
限
の
延
長

は
さ
れ
て
い
な
い
。

8

令
和
2
年
3
月
9
日
付
通
達

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
に
伴
い
納
税
が
困
難

な
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
指

示
）」。

コ
ロ
ナ
禍
と
災
害
税
制
・
被
災
者
救
援

税
制

岡田 俊明
【玉川】
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